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――七十七ビジネス大賞を受賞されたご感想を
お願いします。
このような大きな賞をいただいていいのかと大変
驚いたのを覚えています。またビジネス大賞の応募
用紙を記入している際、これまでの当社の歩みを振
り返ることができ、感慨深いものがありました。

農業を食業に変える
――創業時について教えてください。
私は、伊豆沼地域の農家の長男として生まれまし
た。将来的には農家を継ぐつもりでしたが、どうし
ても大学に進学したいという気持ちがありました。
家族から了承を得て、大学受験に臨みましたが、予
備校に通っている際に不慮の事故で父が亡くなって
しまいました。そのためやむなく、大学受験を諦め、

有限会社伊豆沼農産
代表取締役　伊藤　秀雄 氏
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事業内容：農畜産物生産、加工、販売
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農畜産物の6次産業化に取り
組み食品の地域一貫生産販売
システムを確立、「伊豆沼ハ
ム」「伊達の純粋赤豚」に代表
されるブランドを育てた先駆
的農業生産法人

新緑の候、「七十七ビジネス大賞」受賞企業
の中から、有限会社伊豆沼農産を訪ねました。
昭和63年創業で、養豚・水稲を中心に、ハム・
ソーセージの加工、農家レストランおよび直売
所の経営を行う農業生産法人です。先駆けとし
て農畜産物の 6次産業化に取り組み、地域の農
家と連携した食品の一貫生産販売システムを確
立するほか、知名度の高いブランドを育ててい
ます。当社の伊藤社長に、今日に至るまでの経
緯や今後の事業展開等についてお伺いいたしま
した。

第 18 回（平成27年度）
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知識が全くない状態で農業を始めました。
父の農家を受け継ぎ、昭和50年に水田4.2 haと母

豚 10頭の経営から始め、当時流行っていた規模拡
大型の農業を目指しました。母豚100頭規模の農業
を行うため豚舎を増築しようと思いましたが、家畜
排泄物の処理問題を理由に土地の取得ができません
でした。その一方で、私は大事に育てている豚に薬
剤を投与して肥育効率を上げることや、誰が食べて
いるのか分からない加工や流通に疑問を感じていま
した。そうした悩みの末に全く違う経営にベクトル
が向いたのです。それが経営理念となる「農業を食
業に変える」ということです。そこで規模拡大型の
農業から付加価値型の農業を目指しました。

――経営理念について教えてください。
「農業を食業に変える」これが当社の原点です。

農業とは「大地に種を蒔いて植物を育てること」と
辞典にあります。それは農産物を生産するだけの意
味であり、消費者に「食べもの」として農畜産物を
届けるという意味は含まれていません。『食業』と
は、生産者が農畜産物を「食べもの」と捉え、生産
者としての責任と誇りを持って、食卓まで届けると
いう意味を表現した私の造語です。当社が何より大
切にしているのは、自分たちの手で生産・加工・販
売するということです。

さらに、この経営理念を原点に①私たちは、安心
できる農業・食を基本に、地域の「人」「もの」「環
境」の価値を再発見し、もっともふさわしい「産業」
を創造し続けます、②私たちは志を共にしてお互い
を尊重し、やさしさと笑顔の絶えない「場」を作り、
ともに成長し続けます、③私たちは、精いっぱい環
境にやさしい活動を行い、豊かな、そしてすばらし
い自然を子どもたちにつないでいきます、という三
つの柱を組み込んで「人と自然へのやさしさをもと
めて」に進化させています。

――伊豆沼農産の成長の経緯について教えてく
ださい。
「農業を食業に変える」という思いの実現には何
をすべきか考え続けた結果、豚肉の加工・販売、
サービスを提供するレストランの経営にたどり着
き、昭和 63年に豚肉の加工所とレストラン「くん
ぺる」を個人で開業しました。これが伊豆沼農産の
始まりです。その頃、養豚農家が肉屋を経営する例
はありましたが、レストランを経営する農家はほと
んどなかったと思います。当社の6次産業化の原点
はここにあります。平成元年には、事業の拡大を見
込み法人化しました。
平成 12年、農家直売所を開設し、35戸の農家と

協力して出荷団体である伊豆沼農産直売会を立ち上

本社と伊豆沼
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げ、当社の豚肉やハム、ソーセージ等と、その直売
会の会員が栽培した野菜や加工品、手芸品等の販売
を開始しました。また、宮城県畜産試験場が生み出
した赤豚の「しもふりレッド」の飼育を行うため、
平成13年に8戸の養豚農家で伊達の赤豚会を結成し
ました。地域資源の価値を大事にし、そして農業を
当地の産業に育てたいという思いから、地域一貫生
産販売システムの構築が始まりました。
平成 22年には産学官連携により「伊豆沼めぐみ

乳酸菌」を、平成 27年に「伊豆沼めぐみ酵母」を
商品化しました。そして同年6月には、食農教育の
場として食農ファームの「ラムサール広場」をオー
プンさせています。

――業務内容について教えてください。
現在は、養豚 1,000頭／年間、水稲 3haに加え、

ブルーベリー30aの栽培を行っています。付加価値
型の農業を追求し、ハム・ソーセージ等の加工食品
の製造も行っており、自社直売所・レストランを始
め、百貨店・インターネット等で全国に向けて販売、
海外への輸出にも挑戦しております。その他、食農
体験施設と生ハム体験工房で食農教育にも取り組ん
でいます。 

農村の産業化
――地域一貫生産販売システムについて教えて
ください。
地域一貫生産販売システムとは、伊豆沼の地域の
米、野菜、豚等の生産品を当社が加工し、当地で、
レストランや直売所で販売するというものです。
当社を育ててくれたのはこの伊豆沼の地域で、この
地域とのつながりをとても重視しています。現在生
産物を入れてくれる農家やノウハウを教えてくれる
農家等、関わりを持っている農家の数は100軒ほど
ですが、今後は200軒まで増やしたいと思っていま
す。
伊豆沼の地域では「ゆいっこ」というお互いがお

互いを助け合うという制度が昔から根付いていま
す。私はこの伊豆沼地域に情報を発信、そして還元
しながら地域の人とともに成長していきたいと考え
ています。
また当社では、地域住民の方々と埋もれている地
域の生産品を一緒に見つけ出すことで、その地域資
源を生かしたものづくりが欠かせないと思っていま
す。これが「あるもの探し」で、そこから生まれて
くる地域資源を商品として作り出し、全国に情報発
信すれば、この伊豆沼の地域に多くの人が集まり、
作った商品が売れるとさらに地域の雇用が増えると
いう好循環が繰り返されます。まさしく農業を産業
化するということで、農村自体を産業化し、伊豆沼
地域をブランド化したいと考えています。　

オリジナルブランド
――「伊豆沼ハム」について教えてください。
宮城県内で愛情と時間をかけて育てられた生産者
の顔が見える豚肉を使用して、ドイツマイスターの
製造技術をベースとして、日本人に合った味付けで
作り上げたのが、伊豆沼ハムシリーズです。ドイツ
マイスターとは、本場ドイツの専門技術職業におけ
る最高職位・国家認定資格のことです。ハムだけで
はなく、ベーコン、ソーセージを中心に、その他
様々な加工品のラインナップがあります。平成 18
年には、世界最高峰に位置する「SUFFAドイツ国

伊豆沼ハム
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際食肉加工品コンテスト」で金メダルを受賞した商
品もあります。このコンテストは200名以上の審査
委員が「味、感触、香り、外観」等200にも及ぶ項
目を審査し、すべてに満点を取らないと金メダルを
受賞することができないものです。伊豆沼ハムは不
必要な添加物の使用をできる限り抑え、素材の味を
生かした商品を作り続けた結果、金メダルをいただ
くことが出来ました。これは、当社が常に消費者の
視点に立った商品開発と品質向上を行ってきた賜物
だと考えます。

――「伊達の純粋赤豚」について教えてくださ
い。
「伊達の純粋赤豚」は、宮城県畜産試験場が7年

の歳月をかけて生み出した「しもふりレッド」を純
粋交配させて生産する肉豚で、当社の登録商標です。
「しもふりレッド」の肉質は柔らかく、多汁性に優
れており、霜降りの度合いも通常の豚肉が2～3％
程度であるのに対して4～5％と高いです。また悪
玉コレステロールを減少させ血液をサラサラにする
オレイン酸が多く含まれており、融点が低く舌触り
も良いという特徴を持っています。また出荷する前
には3人の社員が必ず検食し、一定レベル以上のも
のを出荷しています。
県内外の百貨店、高級スーパー等で販売するほか、

平成16年には香港にも輸出を開始しています。

――輸出への取り組みについて教えてください。
「伊達の純粋赤豚」の香港輸出の経緯は、日本貿

易振興機構（JETRO：ジェトロ）日本食品等海外
市場開拓委員会が平成 15年 11月に実地した海外現
地調査にまで遡りますが、私はこの調査団の一員と
して参加しました。そこでは宮崎県産の黒豚が高値
で取引されており、大変刺激を受けました。当時、
日本で「赤豚」の販売を展開し始めた頃で、ここで
赤豚を輸出することができれば話題性を高めること
ができると思い、香港の売り場担当者に赤豚の売込
みを開始し商談を成立させました。100グラム当た
り 60香港ドル（1香港ドル≒ 14円換算で約 800円）
と日本の平均的な豚肉小売価格と比べ3～5倍高い
価格にもかかわらず、高い評価を受けています。

産学官連携への取り組み
――「伊豆沼めぐみ乳酸菌」と「伊豆沼めぐみ
酵母」を使用した製品について教えてください。
当社で「発酵生サラミ」を製造しております。そ
のため生サラミを作る過程で乳酸菌を使用します。
以前はドイツで食肉加工用に培養された乳酸菌を使
用していました。しかし、当社は地域の原材料への
こだわりから乳酸菌も地元産を使用できないかと考
えました。宮城県産業技術総合センターの支援のも
と、平成 22年の初夏から秋にかけて伊豆沼周辺の
植物から約 70種類もの乳酸菌を採取し、その中か

しもふりレッド

伊達の純粋赤豚
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ら「発酵生サラミ」に最も適した乳酸菌を発見、植
物由来の乳酸菌「伊豆沼めぐみ乳酸菌」として商標
登録に至りました。発酵生サラミの製造は塩を使い
低温でじっくり熟成させるため、ガスをつくらず、
塩があっても育ち、低温でも育つという特徴の乳酸
菌が必要です。これらの特徴をもつ伊豆沼めぐみ乳
酸菌と伊達の純粋赤豚を原料に完成したのが現在の
発酵生サラミです。独自の熟成方法により赤豚の旨
みと程よい酸味があります。
そして「ふゆみず田んぼ」米でどぶろくと甘酒づ
くりへの挑戦も始めました。「ふゆみず田んぼ」は、
収穫後も、田に水を張ったまま越冬させる、自然と
共生して米を作る田んぼです。この方法で作った米
を原料に、「伊豆沼めぐみ乳酸菌」を加えて甘酒を
製造しました。
当社では、このような連携から「伊豆沼めぐみ乳
酸菌」のほか、「伊豆沼めぐみ酵母」の商品開発に
も成功しました。登米市等支援機関との協力により
新たな商品を開発して、第三者である大学の先生に
よるデータの裏付けがあれば、信憑性もあり、話題
性もあります。産学官連携こそ付加価値の源だと思
います。今後も産学官連携を活用して、商品開発を
行っていきたいと考えます。

地域食材の魅力を発信するくんぺる
――「くんぺる」について教えてください。
レストランの店名「くんぺる」は、ドイツ語で仲
間という意味です。たくさんの人たちに伊豆沼地域
に来てもらい、地域の仲間たちが作った農畜産物を
味わってほしいという思いから名付けました。「く
んぺる」では、伊達の純粋赤豚や伊豆沼ハム、直売
会のメンバーが作った野菜と地元の食材をふんだん
に使っており、地場産食材が9割以上を占めていま
す。特に古くから伝わる伝統料理で地域の旬の野菜
を使った「はっと」や伊達の純粋赤豚を使用した
「しゃぶしゃぶ鍋膳」など地域性のある様々なメ
ニューを提供しています。その中で「伊達の純粋赤
豚と地元野菜御膳」は平成24年に「第5回地産地消
給食等メニューコンテスト外食・弁当部門　農林水
産大臣賞」を受賞しました。この賞は農林水産省主
催で、地場農林水産物の食材を活用している優れた
メニューを表彰するというもので、当社の地域食材
を大事にする姿勢が高く評価されています。
「農業を食業に変える」という理念のもと、農村
の「場」で、農村で生産した「もの」と、農村で暮
らす人たちの「こころ」を組み合わせた、物語性豊
かな商品とサービスを提供し、地域食材の魅力を発
信し続けていきたいと思います。

レストラン「くんぺる」甘酒「初恋さくら」
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食農教育を柱とした都市農村交流
――新しい取り組みである食農教育について教
えてください。
地元で生産された農畜産物の直売所やレストラン

「くんぺる」を、当社が掲げる地元の生産者と消費
者の距離を縮めるための拠点としておりましたが、
現在では新たな施設で食農教育にも意欲的にチャレ
ンジしています。
それが、平成27年6月にオープンした食農ファー

ムの「ラムサール広場」です。伊豆沼のほとり
3.2 haの敷地に、食農体験施設、生ハム体験工房、
野菜畑と果樹園、放牧場等を設置しています。手作
りウインナーやブルーベリー摘み取り、ヤギとお散
歩など、大人から子どもまで参加できる食農体験プ
ログラムを定期的に行っています。
生ハム体験工房では、オーナーを募って、ハムの
仕込み作業を体験してもらいます。また自由に好き
な野菜を栽培できるオーナー制の「くんぺる農園」
では、野菜畑のオーナーを募集中で、農作業に必要
な設備や資材を提供し、1年サイクルの農業を楽し
んでもらいます。これらの取り組みには、農畜産物
を商品としてだけではなく、生産者の思いや「いの
ち」の大切さを伝えるものでありたいという当社の
考えが中心に据えられています。地域資源を見つめ
直し、魅力あるコンテンツとして消費者にアピール
するのが大切だと思っています。伊豆沼農産で行っ
ていることが、「いのち」を育てることから農業が
始まっていることを学ぶ食農教育の機会づくりに役
立つと信じ、また都会の人たちを呼び込む場にして
都市と農村の交流による伊豆沼地域の活性化につな
がることを期待しています。

ちょっと不便がちょうどいい
――今後の事業展開について教えてください。
私たちが住む伊豆沼周辺にはたくさんの地域資源
があります。しかし、現在は少子高齢化が進み、こ
れまで営まれてきた行事、文化等が途絶えかけてい
ます。このままでは農村が廃れてしまいます。そこ
で体験ファーム「ラムサール広場」をオープンしま
した。体験ファームでは自然や農畜産業、郷土芸能、
食文化等について知識がある地元のご年配の方々を
先生にして「育てる、食べる、体験する」といった
イベントを展開し、伊豆沼地域の良さや私たち伊豆
沼農産の挑戦を知ってもらう場にしたいです。

地域とともに
――事業を行う上で大切だと思うことについて
教えてください。
基本理念を持って社員と情報を共有し、地域をは
じめとする顧客に対し、自分の会社の理念を具体化
した活動がどれだけ貢献できているか、常にチェッ
クし修正することだと思います。

伊藤社長

長時間にわたりありがとうございました。御社の
今後ますますの御発展をお祈り申し上げます。

（28．5．26取材）
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